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はしがき

小笠原諸島は返還後１５年を経たが、村の基幹産業である水産

業が組織的にも、また生産基盤のうえからもようやく軌道にのり、

生産も安定しはじめていることは喜ばしい。

この間漁業者の努力とともに漁業生産を支えてきた水産資源の主

体は、ハマダイ、ヒメダイ、ハタ類をはじめとする底魚類である。

しかし底魚資源は伊豆諸島の例にもみられるように漁業発展の大

きな踏台になったものの、資源管理が難かしぐ、他県漁船の利用

を含めた漁獲強度の拡大から今後の資源維持が憂慮される現状に

あり、小笠原諸島海域についても同様の経過をたどることは明白

であり、適正な資源管理とともに積極的な資源培養手段を講ずる

必要に迫られている。

これらの問題解決については、研究機関としても積極的対応が

必要であるが、底魚類に関する資源生態面の十分な知見の累積が

基礎となることはいうまでもない。

以上の観点に立って返還以降の底魚類に関する調査資料を担当

機関にかかわらず総合的に集約することとした。本報告を第一報

として今後も累積される成果を逐次発表し、一曰も早く手法の開

明を行いたい。

昭和５９年月日

東京都水産試験場長



実施機関および担当者

実施機関東京都小笠原支庁小笠原水産センター（所長西村和久）

担当区分Ｉ底魚一本釣によって釣獲される魚種について青木雄二

ⅡアカレンコＤｅｎｔｅｘＳＰ（新称）について青木雄二．

Ⅲ短報；アカレンコの体色にみられる２タイプ塩屋照雄※

とそのすみ分けについて

･村井衛

資料提供東京都水産試験場大島分場

小笠原島漁業協同組合

小笠原母島漁業協同組合

東京都立大島南高校、練習船、大島九

※現小笠原島漁業協同組合特別理事、前東京都水産試験場長



目 次

Ｌ底魚一本釣によって釣獲される魚種について……………･…………･…･…l

Ｌはじめに。………………………..……..……･････……………･･･………..…･…..’

２．資料および､方法．……………………･･･…………………………………･…･……１

３結果および考察.………………………………….．………･……………･…･……１

付録１９７３年から１９８２年に至る底魚漁場調査の概要・………………………・・１１

H・アカレンコＤｅｎｔｅｘＳＰ（新称）について･･･……･…………………..…２３

１．はじめに.･･･………･……･……'……………･…･･･………………･……………･…２３

２．調査方法………….．…･……………．．…･…………･…………･･･……………..…２４

３結果および考察……･………………………………………………………………・・３０

１）分布・…………………………………………………………･…..…….｡…３０

（１）水平分布…･……………………………………………………..…･………・・３０

（２）垂直分布……･……………………………･……..…………………………・・３３

２）体型…･………………………………………………………･･･……｡.……３６

（１）尾叉長組成…………………･………………………..…･……･………･………３６

（２）尾叉長と体重の関係．……………………………………………･……･………４４

３）産卵期………………･…………………………………………………….．…４５

４）食性・…………………………………………………………………･･……４８

４．おわりに…･………………………………………………………………………・・５０

要約…･……………………………｡.……･…………………………..………５０

Ⅲ、短報……………･………･…･……･………………………………･……･…５１

１．アカンレコＤｅｎｔｅｘＳＰの体色にみられる２タイプとそのすみ分けについて．.…・５１



底魚一本釣によって釣獲される魚種についてI

１．はじめに

小笠原諸島の漁業は戦前・戦中と、戦後の同諸島返還後とでは、その漁業対象種の構成が大

きく変化しており、とりわけ返還後における底魚一本釣漁業は、帰島漁業者の基幹漁業として

経済的依存度も高く、漁業生産の主体をなして今日に至っている。しかし、近年一部の対象種

にみられる漁獲量の減少や小型化の傾向が漁業者によって経験的に認識されるようになり漁業

資源としての将来が憂慮されている。

小笠原諸島海域の底魚一本釣漁業の対象資源としては、ハマダイ・ヒメダイ・ハチジョウア

カムツ・アカレンコ（新称）などのほかハタ類があり、魚類相のうえからは伊豆諸島海域に類

似しているが、同諸島海域の底魚漁場の衰微例をみるまでもなく、過度な漁場利用のもたらす

結果を考慮し、適正な資源管理や積極的保護増殖対策の早期実現が望まれる。

これらの対策の基礎資料を得るため、累積された調査資料を解析するとともに、個々の魚種

についてもその漁業生物学的あるいは増殖学的研究を強力に進める必要がある。本報告は１９

７３年以降１０年間にわたって小笠原水産センターおよび東京都水産試験場大島分場が実施し

た底魚漁場調査のうちの釣獲試験結果をとりまとめたものである。

2．資料および方法

本報告付録;「１９７３年から１９８２年に至る底魚漁場調査結果の概要」にもとづいて出現

魚種を整理した。

3．結果および考察

１９７３～１９８２年にかけて聟島～南鳥島間（９海域）で釣獲された魚種は、３３科７７

属１０１種２０６９０個体であった。出現魚種別個体数を表１，科別出現種数および個体数の

関係を表２，図１－ａ．ｂにそれぞれ示した。科別出現種数は、スズキ科の１８種が最も多く

次いでフエダイ科（１４種）アジ科（１１種）サバ科（７種）のⅡ頂位で、その他についてはい

ずれも１～４種と少なく属当りの種数についても同様の傾向がみられた。また、個体数組成で

は、フエダイ科が１５４８１個体で全体の７５％を占め種数で最も多かったスズキ科は１２３８

個体で６％を占めるに過ぎず、その他についても出現率はいずれも少なかった。一方種別個体

数ではハマダイ（６０５９個体２９．３％）が最も多く次いでヒメダイ（３７４３個体１８．１％）

ハナフエダイ（２９３１個体１４．２％）ハチジョウアカムツ（２３３４個体１１．３％）アカレ

ンコ（６１０個体２９％）チカメキントキ（５１７個体２．５％）の１１項位となり、フエダイ科を

－１－



構成するハマダイ・ヒメダイ・ハナフエダイ・ハチジョウアカムツの４魚種で全体の７３％を

占めていた。

以上の結果は、漁場開発あるいは漁況把握を目的とした調査にもとづくものであるので、種

類および数値については次の条件を前提に判断されなければならない。即ち、調査時期、調査

漁場、漁獲努力に偏りがあること、ならびに使用漁具の選択性があることである。従ってこの

結果は小笠原諸島海域における底魚一本釣対象魚の分布についてのおおよその傾向を現わして

いるとのみ言える。

表１．出現魚類リスト

出現数

魚 名出 種現
個体数 ％

ＨＥＸＡＮＣＨＩＤＡＥ

１HePtrWzchfasperZoBonnterreエドアブラザメ

ＡＬＯＰｎＤＡＥ

２AZoPZaspeZagZcz【SNakamuraオナガザメ

ＴＲＩＡＫＩＤＡＥ

３jjbｨs亡ｅ此ｓＷａ７ｚｇｏＢ１ｅｅｋｅｒ ホシザメ

ｋα"eko7zZsTanaka４〃．ソウボウシロザメ

SQUALIDAE

５S9z(αmsmegaZop8Mac1eayツマリツノザメ

ＭＵＲＡＥＮＩＤＡＥ

６ＧＶ/mzot/zoraDcrZchacIso"Ｚ（B1eeker）オキノシマウツボ

７Ｇ.Ｚｅ皿costZ9777aJordanetRichardsoflユリウツポ

８ＭＵＲＡＥＮＩＤＡＥｓｐｐ･

ＳＹＮＯＤＯＮＴエＤＡＥ

９，，αo/zZ"ocePha印ｓ〃ＯＰＳ（Schneider)オキエン

１０ＳＹＮＯＤＯＮＴＩＤＡＥｓｐｐ・

ＢＥＲＹＣＩＤＡＥ

１１比rY/ｊｃＳＰＺｅ〃ん"ＳＬｏｗｅキンメダイ

１２Ｂ，ｃＩｅｃａａａｃｔｙ此sCuvieretValencinnes

ナンヨウキンメ

１

１
３

５０３ 2.4

２

１

１２

１

３

９

９４ 0.5

－２－



出現数

諏E~薮￣ｒ三
魚 種 名現出

個体数

ＴＲＡＣＨＩＣＨＴＨＹＤＡＥ

１３Ｇｅｐ/zy]pober卯ＪａＰｏ"ＺｃｚｆｓＤ８ｄｅｒｌｅｉｎハシキンメ

ＨＯＬＯＣＥＮＴＲＩＤＡＥ

１４０ｓ亡Zcht/zgSPZZu)αJcZf（Steindachner）ヤセエビス

１５助rZPrfstZschrWres（JordanetEvermann）

キビレマツカサ

● ●●

１６Mforyocspz"oszssz777zzsTemmincketSchlegel

イットウダイ

ＰＯＲＹＭＩＸＩＤＡＥ

１７ＰｏＺｙｉ７ＴＺ釘ｆａＪａｐｏ"ZcaSteindachnerギンメダイ

1

５

１

３

６３ ０．３

ＺＥＩＤＡＥ

Ｚｅ〃ｓＪａｐｏ"zcHsCuvieretValeciennesマトダイ
Ｏ

ｎｕｎｖｌＥＬＩＣＨＴＨＹＩＤＡＥ

ＤｆｐｔｅｒＷｏ"o〃ｓＺｅⅡco9rcmw7zc"ｓ（B1eeker）
ローソクチピキ

EhpU亡/noocZessch形geZZRichardsonチビキ

PZa9Zo9e"zo〃rWbZ9Z"oszLsHuttonナンヨウハチビキ

ＰＲＩＡＣＡＮＴＨＩＤＡＥ

ＰｒｆａＣａ刀亡/z"ｓｂｏｏｐｓ（Schneider）チカメキントキ

PrfstZ9e"Ｕｓ〃ZP/zo"Zα（Cuvier）クルマダイ

ＰＯＭＡＴＯＭＩＤＡＥ

Ｓｃｏｗｂ]oopboops（Houttuyn）ムソ
ルＣＳＣＯ所b1poPsα""ｅｃｔe"ｓＧｉｌｃｈｒｉｓｔバケムツ

ＳＥＲＲＡＮＩＤＡＥ

Ｄｏａｅｒ形刀faberUcoZcZes（Hilgendorf）アカムツ

SａＺｏｐｔｆａｐｏｍｅＺＺＺＳｍｉｔｈヤマブキハタ
o

VmofoaZo肋ｆ（Forsskal）バラ,､夕

Dep/zα功phoZZsob畝sα"rwsEvermannetSeale

ハナハタ

ルォノzaZoPe]pcaro9aaForssk且１クロハタ

１１８

１９

２
２
３

３

0,2

２０

２１

２２

２３

2.5５１７

５

２４

２５

９
７

１

１

２３

１１

６
７
８
９

２
２
２
２

0．１

0.2３４

１３０

－３－



出限数

j~葎７１－尾
魚 名種出 現

個体数

A"卯erocIO〃形uco9rα）7mzcz(ｓ（Cuvieret
Valenciennes）

アズキハタ

ElPf"epheZ"s7zoecZtfZ（B1eeker）ツチホゼリ

西．ｃ/zo功rostf9777α（CuvieretValenciennes）

３１

１

２３２

３３

ホウセキハタ

fｉＪＨ
３４Ｅ･ｃｏ７７７ｅｍｅＴａｎａｋａホウキハタ

３５万．Poecf功"o畝ｓ（TemmincketSchlegel）イヤゴ,､夕

３６Ｅ・SePtemわSｃＺａｍｓ（Thunberg）マハタ
Ｏ

３７Ｅ,、j1q1SZa畝SForsskalアカハタ

３８西．α功○ｍ"ｃ〃Zα〃ｓＢｏｕｌｅｎｇｅｒセダカアカハタ

３９ＳＥＲＲＡＮＩＤＡＥ－ｓｐｐ、

４０ＺａＺｍｚｔ/zfasagz(､α""Ｓ（JordanetRichardson）

アズマハナダイ

４１Ｐ形c亡刀α"亡/ｚｆａｓａ刀坊ZoZcIes（GUnther）イズハナダイ

４２０ｄｏ"亡α"亡/ｚｆａｓ〃a9rZsYoshinoetArage

ハタタテハナダイ

４３C1qIProao〃Ｓｃ/zZe9eZZ（CUnther）アカイサキ

ＧＲＡｍｖｌｌＳＴＩＤＡＥ

４４Ａ〃ZacoceP/zα〃ｓ亡emmZ"c〃B1eekerルリハタ

ＮＥＭＩＰＴＥＲＩＤＡＥ

４５化WZP亡ｅｒＷｓＤｆｒｇａｍｓ（Houttuyn）イトヨリダイ
ＳＰＡＲＩＤＡＥ

４６Ｄｅ〃ｔｅｏｃＳｐ・Ａｂｅ アカレンコ

ＬＥＴＨＲＩＮＩＤＡＥ

４７ＧＩﾉﾉ?7""ＯＣＴα"zLLs9rzse皿ｓ（TemmincketSchlegel）

メイチダイ

ＬＵＴＪＡＮＩＤＡＥ

４８ＰｒＺｓｔｆＰｏＷｏＺａessfejboZcZZ（B1eeker）ヒメダイ

４９Ｐ．α〃rZCfZZα（Jordan，EvermannetTanaka）
キマダラヒメダイ

４２１

１１９

３

2.0

0.6

１
１

２

２３ １０．１

２

２

６１０１２．９

３

w;：１$！
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出限数

F三二J二三
５１

出 現 魚 種 名
個体数

Ｐ、戸Zqme"土○s"ｓrose"８（Castelnau）オオヒメ

Ｐ．〃〃fPf""ZBShinoharaキンメフエダイ

ＥｔｅＺＺｓｃａｒｂ""czZZ"ｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

ハマダイ

Ｅ・ノｍｒＳＣｈＪｅｎｋｉｎｓハチジョゥァヵムッ

ZrDoPZclZ"Z"ｓα/770e"ｚｆｓ（Snyder）ハナフエダイ

ＺＢＣ"α〃８（CuvieretValenciennes）シマチビキ

ＰｍＱａｃａｅｓｚｏｏｃｑ肋加zＷｓ（B1eeker）ウメイロ

２８０ｒａｆｍＳＡｂｅｅｔＳｈｉｎｏｈａｒａヨゴレアオダイ

Ｐ・eaerWZez{ｓ（Katayama）アオダイ

Ｐ・ｋｚｆｓａｋａｒＺｆＡｂｅシマアオダィ

ＡＰ/ｚａｒｅＷＳＩＷｔＺＺα"ｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

オオグチイシチビキ

LL(士Jα""ｓ８ｅｂａｅ（CuvieretValenciennes）

センネンダイ

ＰＯＭＡＤＡＳＹＩＤＡＥ

Ｈａｐａ功9e"Ｈｓ〃Z91,ZPZ/z"Zｓ（TemmincketSchleg
ヒゲダイ

５０

５１

５２

６０５９１２９３

３
４
５
６
７
８

５
５
５
５
５
５

２３３４

２９３１

３８

４１

４

１４５

１１．３

１４．２

０．２

０．２

0．７

５９

６０

５

３

６１

６

６２ Schlegel)’

２

ＣＥＮＴＲＯＬＯＰＨＩＤＡＥ

Ｈｙｐｅｒｏ９Ｚ〃/ｚｅＪａｐｏ"zcα（D8derlein）メダイ

AlQZowﾉ?7ａＺｍｏＺｃｍＪｏｒｄａｎｅｔＳｎｙｄｅｒオオメメダイ
ＣＡＲＡＮＧＩＤＡＥ

肥capterz4slrWsseZZfZ（RUppell） オアカムロ

、、ノｍｃｒｏｓｏ７７７ａＢ１ｅｅｋｅｒ クサヤモロ

C1Cnpα"列ｍｅＺｑｍＰＷＷＳＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

カスミアジ

c・m9Lfb1pZsカッポレ

C1ar，α"ｇｏＺａｅｓ/zewf9卯"ｏｓｔｅ亡加ｓＢ１ｅｅｋｅｒクロヒラアジ

３４７

３

６３

６４

1．７

６５

６６

６７

１２４

１６

0.6

１

４５９６８

６９

2.2

８
２

１

７０Ｃ・ＣＯ/77presszds（Day）インドカイワリ

－５－



数

種 名出 魚現
個体数 ％

Lo"9frostrw771cIeZZcatZssm"８（D8derlein）シマアジ

SerZoZaazupeoDfttataTemmincketSchlegel

ヒラマサ

Ｓ･pzJrpmpasce"ｓＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｃｈｌｅｇｅｌカンパチ

S･rfDoZZα"αCuvieretValenciennes

ヒレナガカンパチ

EZa9atfsbZPf""uZate（QuoyetGaimard）ムツブリ

ＣＯＲＹＰＨＡＥＮＩＤＡＥ

ＯｏｒＹ/p/zae"α／zZppzmz(sLinnaeusシイラ

７７１

７２

２６５

１０

1．３

１．４７３

７４

２９５ 1４

７５

５
３

７６

BＣＯＭＢＲＩＤＡＥ
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出現数

扉憂Ｔ三
種 名魚出 現
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表２．出現魚種の科別種数および個体数

種 体個
科 名

種数 ％ 個体数 ％

カグラザメ

オナガザメ

ドチザメ

ツノザメ

ウツポ

エソ

キソメダイ

ヒウチダイ

イットウダイ

ギンメダイ

マトダイ

チビキ

キントキダイ

ムツ

スズキ

ヌノサラシ

イトヨリダイ

タイ

フエフキダイ

フエダイ

イサキ

イポダイ

アジ

シイラ

サパ

クロタチカマス

シマガツオ ｢’
2.4

0.5

0.3

２
５
１
０

●
●
●
●

０
２
０
６

2.9

７４．９

７
８
８
１

●
●
●
●

１
５
１
０
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図ｌ－ａ出現魚種の科別種数および個体数組成

Ａ：スズキ料Ｂ：フエダイ科
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カグラザメ

オナガザメ

ドチザメ

ツノザメ

ウツポ

エソ

キンメダイ

ヒウチダイ

イットウダイ

ギンメダイ

マトダイ

チビキ

キントキダイ
ムソ

スズキ

ヌノサラツ

イトヨリダイ

タイ

フエフキダイ

フヱダイ

イサキ

イポダイ

アジ

ンイラ

サバ

クロタチカマス

ツマガツオ

ペラ

ヒンダイ

カワハギ

ウチワフグ

フグ

カサゴ

ＮＳ

図１－ｂ 出現魚種の科別種数および個体数組成
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付録

１９７５年から１９８２年に至る底魚漁場調査の概要

小笠原諸島返還後における同諸島海域の底魚一本釣漁場調査は小笠原水産センターと東京都水

産試験場大島分場とによって１９７３年以降継続して実施されているが、漁業の再確認と探索な

らびに地元漁船に対する先達を主眼として進められてきたものである。

１９７３年から１９８２年に至る１０年間の調査実績を表１に、同じく漁獲努力量（鉢数）を

表２～４，図１～３にそれぞれ示した。廷調査日数３０２日間、総漁獲努力量１３２３４鉢にお

よんでいるが海域ごとの努力量をみると、聟島海域（５１４５鉢）が最も多く次いで母島列島

（２４１２鉢）父島列島（１８５８鉢）となり南鳥島（５８鉢）が最低である。月別では７月、

水深別では２５０～３００ｍ線がそれぞれ頻度が高いが、これは調査指導船の運航計画および地

元漁民の要望によるためである。

表１ 調査実績

出現総採捕

種数個体数
年月日 調査漁場 多獲魚種名

１９７３ 父島

姉島

"

″

妹島

南硫黄

７
７
７
７
７
７

２
３
４
５
８
９

ハマダイアカレンコ

ゴマサバハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

オオヒ〆ヒメダイ

ハチジョウアカムツハマダイ

ハチジョウアカムツハマダイ

ハマダイハチジョウアカムツ

ハマダイオオヒメ

ハマダイハチジョウアカムツ

ハマダイハチジョウアカムツ

ァヵレンコハマダイ

ハマダイアカレンコ

ハマダイアカレンコ

５
８
９
５
５
９
３
３
４
６
２
２
５
５
６

４１

２２６

２２７

９７

５８

５７

２７

７

２１１

１９０

１１５

６８

２３

４７

１７

硫黄島

″

"

"

｣上硫黄

″

聟島

"

″

７
７
７
７
７
７
９
９
２

１

０
１
２
３
４
５
１
６
１

１
１
１
１
１
１
２
２
２

－１１－



ハナフエダイハマダイ

ハナフエダイハチジョウアカムツ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハチジョウアカムツ

ハチジョウアカムツハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハチジョウアカムツハナフエダイ

ヒメダイハチジョウアカムツ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ゴマサバハマダイ

ハマダイゴマサパ

ハマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイキハダ

姉
北
硫

島
黄
島

２
５
６
３
１
８
４
９
９
４
４
７
７
８
０
１
４
２
６

５
３
６
５
２
３
２
６
１
７
２
４
２
９
２
９
１
４
８
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２
１
１
１
１
２
２
１
１

１
１

５
５
８
４
５
６
７
７
５
８
９
９
８
４
９
１
７
７
８

１

６
７
８
９
１
４
５
６
７
９
０
１
８
９
０
１
２
７
８

１
１
１
１
２
２
２
２
２

２
２
２
２

６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１９７４

硫
黄

’'

北硫黄

姉島

硫黄島

"

南硫黄

姉島

"

ノノ

″

″

″

ノノ

ノノ

"

″

ホウキハタハチジョウアカムツ

ヒメダイハチジョウアカムツ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

ハチジョウアカムツハマダイ

ハマダイハチジョウアカムツ

ヒレナガカンパチハチジョウアカムツ

ハマダイハチジョウアカムツ

ハナフエダイン､チジョウアカムツ

ツマリツノザメハマダイ

ハナフエダイコマサバ

ハマダイゴマサパ

西の島

″

姉島

″

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

"
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″
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姉島

嫁島

"

｣上の島

″

″

１９７５

１
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

９
１
５
６
７
８

２

ハマダィ

ウメイロ

ヒメダイ

ハマダイ

ハマダィ

ハマダイ

ハナフエダイ

オオヒメ

アオダイ

ハナフエダイ

ハナフエダイ

ハナフエダイ

６
８
８
０
７
８

１

４
６
６
４
３
１

２
５
２
４
０
２

１
１
１
１

北の島

″

ノノ

ノノ

ノノ

″

″

′′

姉島

"

｣上の島

″

"

ノノ

ノノ

ノノ

"

"

"

::：島

″

ﾉﾉ

１９７６ ハナフエダイハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

ハナフエダイハマダイ

ハマダイアカレンコ

ヒメダイハマダイ

ハマダイヒメダイ

アカレンコホウキハタ

ハマダイハナフエダイ

アカレンコ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイヒメダイ

ァヵレンコハマダイ

ハマダイカンパチ

ハマダイヒメダイ

ハマダイアカレンコ

ヒメダイアカレンコ

アオダイホウキハタ

アオダイホウキハタ

ホウキハタアカレンコ

アカレンコヒメダイ

ハマダイアカレンコ

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
９
０
１
２
３
６
７
９
６
０
１
３
９
１
２
３
５
７
８
２
４

１
１
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

２
２

４
８
０
０
０
９
６
１
７
１
６
９
４
２
９
０
８
７
７
５
７
４

１
１
１

１
１

８
２
３
４
４
８
９
８
０
４
３
４
９
２
０
０
４
９
４
８
３
９

６
８
５
２
７

７
６

２
６

６
５
４
７
８
１
２
７

１
１

１

ゴマサバハナフエダイ

ヒメダイハマダイ

ハマダイハナフエダイ

ヒメダイハチジョウアカムツ

キマダラヒメダイヘチジョウアカムツ

パチジョウアカムツキマダラヒメダイ

島
島

６
８
９
０
１
２

２
１
１
２
２
２

母
硫

９
４
９
１
１
９

２
８
３
６
３
２

１９７７

６
７
６
８
７
６

１
６
６
６
６
６

黄
〃
硫
硫南

北

黄
黄

″

グ
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ハナフエダイハマダイ

ヘマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

チカメキントキハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ハマダイハナフエダイ

ヒメダイホウキハタ

ホウキハタヒメダイ

ホウキハタヒメダイ

ハマダイハナフエダイ

ハナフエダイハマダイ

ハマダイアカレンコ

アカレンコヒメダイ

アカレンコハチジョウアカムツ

ハマダイツマリツノザメ

アカレンコハマダイ

ハナフエダイハチジョウアカムツ

妹島

北の島

３
５
０
４
４

５
６
５
４

６
６
７
８
２
２
６
７
７
６
３
３
４
６
５
７
３
４
８
１
１

６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
８
９
０
１

３
７
８
９
０
１
３
４
５
６
７
２
９
６
５
１
７
７

２
２
２
２
３

２
１

１９７７

′’

"

ノノ

孫島

"

５

２０

北の島 ７４

５７

島
島
島
島
島
島

〃
〃

〃
〃

〃
の
〃
〃

孫
兄

嫁
父

母
北

４２

７

１０

３５

２２

１６

７
５
９
７

１
２

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ハマダイヒメダイ

ハマダイチカメキントキ

ヒメダイアオダイ

ハマダイヒレナガカンパチ

ヒメダイアオダイ

ヒメダイハマダイ

ホウキハタアカレンコ

ツマリツノザメハナフエダイ

ゴマサパツマリツノザメ

ハマダイハチジョウアカムツ

２
３
４
５
１
２
３
１
２
３

２
２
２
２

２
２
２

８３

８８

８
０
５
９
５
４
６
６

１
４
４

１

１００

〃
〃
〃

３４

１
７
７
５

４
１
４

北の島

兄島

母島

父島 ４０

弟島

"

孫島

９
４
６

１
１
１

６
７
０

１
２

ホウキハタ

アカレンコヒメダイ

ハマダイハナフエダイ

１９７８

１
２
２

弟島

″

′’

"

７
５
６
７

１
１
１

３
２
２
５

３
３
３
３

５
１
７
９

１
１
１
２

ホウキハタアカレンコ

ホウキハタマハタ

ホウキハタ

ハマダイホウキハタ
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表２ 各海域の年別漁獲努力量
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表４ 各海域の水深別漁獲努力量
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ＩアカレンコＤｅｎｔｅｘＳＰ（新称）について

１．１まじめに

小笠原諸島海域における唯一のタイ科魚類（Ｓｐａｒｉｄａｅ）であるアカレンコは、従来本邦中

南部以南を主な分布域とするキダイＤｅｎｔｅｘｔｕｎｉｆｒｏｎｓ．と同一種とされていたが、阿部(1)

（１９８０）により体色等の特徴から同種と異なるとして区別された。

本種は小笠原諸島父島および母島の底魚一本釣業の対象としてほぼ周年にわたって漁獲され、

図１に示すように年間１０～２０ｔに及んでおり、近年では市場価格も安定しハマダイ等とと

もに重要底魚類となっている。

本種の漁獲状況からその分布域を想定すると、後述するように小笠原諸島海域のうちでもか

なり限定されているといえる。また、漁獲魚に熟卵がみられることなどを含めて、他の底魚類

に先がけて資源管理あるいは種苗放流等による積極的増殖に先鞭をつけるべき魚類と考えｈ生

態等に関する調査を進めてきた。本報告はその第一報であり、引続き補完をおこない報告する

予定である。
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2．調査方法

調査材料は小笠原水産センター所属調査指導船「興洋」により釣獲したものを主として用い、

－部東京都水産試験場大島分場所属調査指導船「みやこ」により釣獲されたものを用いた。

調査期間は１９７３年から１９８２年に至る１０カ年で、廷調査日数３０２日間、総漁獲努

力量１３２３４鉢である。調査海域を図２に、小海区毎の調査点を図３－１～７に示した。採

捕はすべて手釣によハ使用漁具は図４に示す構成で電動巻揚機を併用した。

採捕物は船上および小笠原水産ｾﾝﾀｰ内にて尾叉長･体重･生殖腺重量･冑内容物等を測

定した。釣餌としてサンマ・クサヤモロ・イカ等の切身を使用した。

なお、本種の漁獲量および分布については、小笠原島漁業協同組合・小笠原母島漁業協同組

合の水場台帳および漁業者からの情報を参考にした。：
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3．結果及び考察

１）分布

（１）水平分布

漁業者からの聞き取りと調査指導船の漁業調査記録をもとに本種の分布を図５．６に示し

た。漁業者からの聞き取り結果から主漁場は聟島列島・父島列島および母島列島周辺であ

る。調査記録からは１９８１年７月９日北硫黄島噴火浅根付近の水深２５０ｍ地点で、尾

叉長３６．２c加、体重１，１００１１個体の採捕記録かあり、火山列島海域での分布も予想さ

れるが釣獲状況からみて聟島・父島・母島の３島が本種の主たる分布域と考えられる。な

お、東海神場・西之島・硫黄島以南・南鳥島での採捕記録は現在のところ皆無である。
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(2)垂直分布

調査記録より本種の垂直分布を図７，８に示した。分布範囲は１００～４５０碗でその中

心は２００～２５０７７２（１３０尾／１００鉢）であった。海域別の分布は、聟島・父島列島

海域では類似し、１５０ｍ以浅および３５０腕以深での採捕はほとんどなく分布の中心域は

２００～２５０ｍになっているのに対し、母島列島海域では１５０～２００ｍで最も多く採

捕され（１００尾／１００鉢）３５０机以深での採捕もみられる。

すなわち本種の垂直分布は水深２００～２５０７７zを中心に１５０～３５０ｍに多いものと

考えられへ漁業者からの聞き取り結果とよく一致する。

水深別ＣＰＵＥ（１００鉢当りの尾数、以下同様）の月変動を図９に示した。水深３５０

～４５０腕では量的に少なく７～９月にかけて若干増加しているが変化らしいものはみられ

ない。一方、１００～２００加では４～６月にかけてＣＰＵＥの増加がみられ１５０－２００

加で顕著である。２００～３５０川こかけては、１～３月の２５０～３００７７Z地点での調査

がほとんどおこなわれていないが３００～３５０加と同様の傾向が予想される。また、本種

の産卵期（後述）が４～６月にあたり、４～６月の１００～２００，域でのＣＰＵＥの増加

はマダイと同じく産卵にともなう浅部移動と考えられ、図１０に示した水揚量の季節変動お

よび聞き取り結果とも一致する。
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図１０月別漁獲量

2）体型

（１）尾叉長組成

総サンプルの尾叉長組成を図１１，年別・月別尾叉長組成を図１２，１３、海域別尾叉

長組成の年変化を図１４～１６に示した。全釣獲魚の尾叉長範囲は１８．５～４１．０ｃｍで、

なかでも３０～３６ｃｍの壱のが多く､６７０個体の平均値は３２．５ｃｍであった。一方、尾

叉長組成の年変動をみると、１９７３～１９７９年にかけて平均値は徐々に増加傾向にあ

るが、１９８０年以降は漁具構成あるいは漁場等の変化はないにもかかわらず平均値の減

少がみられた。これは、サンプル数の少ない１．９８０年に聟島・父島列島海域で若干の小

型魚が釣獲され、叉、１９８２年に聟島列島海域で小型魚の比率が高くなったためである

が、サンプル数が少なく尾叉長組成をもとに資源動向を云々するには、さらに資料の蓄積

が必要である。
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水深別尾叉長組成および同季節変動を図１７，１８に示した。水深別の平均尾叉長は１００

～１５０ｍで最も大さく（３５．６ｃｍ）２５０～３００加で最小（３０．０c腕）となった。尾叉

長範囲は２５０～３００ｍが最も広く小型魚の混獲が多いため平均尾叉長は小さくなってい

る。一方、季節変化をみると１００～１５０ｍは周年大型魚がみられるが、４～９月にかけ

て２５０～３００ｍで小型魚の出現がみられる。
ｃ、
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(2)尾叉長と体重の関係

１９８２年８，９月に嫁島海域で採捕した７０個体の測定結果をもとに尾叉長と体重の関

係をみると、図１９に示すとおりＹ＝Ｏ０５Ｘ２７８なる関係式が得られた。

Ｇ
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尾叉長と体重の関係図１９
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3）産卵期

生殖腺熱度指数０１値（Ｇ･Ｗ/ＦＬ３ｘ１０４；ＧＷ：生殖腺重量、Ｆ､Ｌ:尾叉長）季節

変動を図２０に示した。３～５月にかけて雌雄ともに０１値の増加がみられ７月には急

激に減少することから、本種の産卵期は４～６月と考えられる。なおこの時期ＧＩ値の個

体差がとくに雌において顕著であった。また、雄性先熟の傾向がみられた。

尾叉長別ＧＩ値の変化を図２１，２２に示した。雌雄ともに８月以降尾叉長別の季節変

化はみられないが、１～６月にかけてとくに雌において顕著にみられた。双方とも尾叉長３０

～３５c加で高い値を示し、雄の場合尾叉長による差はほとんどみられないが、雌では尾叉長

３０～３５ｃｍの個体で０１値が高く、推定産卵期前後の変動も激しい。また、３５ｃｍ以上

の大型個体か他のサイズに比べ１カ月ほど早くＧ、１値のピークに達している。なお、尾叉

長２５ｃｍ以下の個体は周年を通してＧ、１値が低く、－部産卵に加わるnJ能性はあるが、産

卵に参加する主体は３０～３５ｃｍの個体と考えられる。

性比の季節変化を図１９に示した。１，】２月を除くすべての月で性比は1.0以下であっ

た。
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4）食性

悸深海性魚類は釣針にかかった魚体が船上に揚げられる間に冑を反転し内容物を吐出してし

まうが、本種もその例に漏れず従って材料も乏しい。表１に１９７６～１９７８年に得られ

た材料について調査した結果を示したが、表在性のベントスを主に摂餌し、とくに専食性は

みられず、マダイをはじめとするタイ科魚類の食性に類似している。
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表１ アカレンコの食性

年月 日 Ｆ、Ｌ、｜Ｓｅｘ
田

目 内 容 物

1,7612221聟島

１２２４１聟島
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■
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一
一
一
一
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カ
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３６６
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２
８
８

９
８

９
８
８

８
８
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4．おわりに

以上アカレンコの生態に関して得られた知見について述べてきたが、資料が少ないため断片

的にとどまらざるを得なかった。本種は小笠原海域の重要な資源であり、あわせて当海域にの

み生息することから、今後の資源管理をおこなううえで、その生態的特性に関しさらに詳しい

調査をおこなう必要がある。

要 約

1．小笠原諸島海域におけるアカレンコの主たる分布域は聟島～母島列島海域で、近接する西之

島での分布はみられない。また、火山列島での分布が予想される。

2．同じく垂直分布は水深１００～４５０ｍの範囲で、量的には２００～２５０加域に多く分布

する。また、海域別にみても同様な傾向が認められた。

3．水深別のＣＰＵＥの季節変動では４～６月にかけて１５０～２００，域で急激な増加がみら

れたが産卵期と一致し、産卵にともなう浅部移動と考えられる。

４年別の尾叉長組成は、１９７９年までは平均値の増加がみられたが、その後小型魚の混獲か

多く平均値は減少した。

5．水深別尾叉長組成の季節変動では、１００～１５０加域で周年大型個体がみられるのに対し、

２００～２５０沈域では小型個体の出現が多い。

６．尾叉長（］８．６～３８．４c加）と体重との間にＹ＝O０５Ｘ２７８（γ＝０．９４）なる関

係式が得られた。

７．Ｇ．１値の変動から産卵期は４～６月で尾叉長３０～３５ｃｍの個体が産卵の主体をなすもの

と考えられる。また、性比は１，１２月を除くすべての月で１０以下であった。

8．食性は動食性で、ホヤ、ウニ、カニ等の表在性ベントスが多く摂取されていた。

文 献

(1)阿部宗明（１９８０）新顔の魚Ｘ

－５０－



淡色個体の分布域



Ｍ短報アカンレコ（新称）ＤｅｎｔｅｘＳＰ．と同種とみられる体色

の淡い個体とその分布について

小笠原諸島海域におけるアカレンコの分布等については青木、村井の報告（本要報Ⅱ）がある

が、本種と同種とみられる体色の淡い個体が同海域のアカレンコ分布域の一部にみられることを

記録し、後日の研究に任ねることとしたい。

なお、淡色個体の存在は漁業者の間では以前から知られており、体色の淡さから外見上鮮度不

良を連想させ、肉質も軟かいことから、本来漁獲の対象とされず、他の底魚類と混獲された場合

は家内消費され市場に出回ることはない。

体色にみられる特徴等

写真は普通に漁獲されるアカレンコ（上）と、同一種とみられる体色の淡い個体（下）である

が、アカレンコか赤味の強いのに対して、一方は赤味が極めて少なく淡暗桃色である。また、阿

部（１９８０）がアカレンコの特徴としている胸鰭の付根の内側の濃黄色部分と、体側の暗燈色

の縦線はともに淡い。（１９８０年６月父島に水場されたもの）

外部形態等

１９８１年１月３０日に採捕された１４尾中に１尾だけ淡色個体が含すれていたの一画普通の

もの１尾とともに主な分類形質について計測した結果は次のとおりで、この場合は決定的な差異

は認められなかった。

アカレンコ 淡色個体

体型ＦＬ（ｍ、）３５２ ３７４

ＢＷ（，ｒ）１０３０１，３１０

Ｓｅｘ

Ｆｉｎ Ｄ．、，１０，．Ⅶ，１０

Ａ．Ⅲ．８Ａ、Ⅲ'８

０１６Ｃ１６

Ｐ．（Ｒ）１５痕跡１Ｐ．（Ｒ）１５痕跡１

Ｐ（Ｌ）１４〃〃１Ｐ（Ｌ）１４””１

Ｖ．１．５Ｖ・Ｌ５

ＳｃａｌｅＬ、１．ｐ ４８ ４８

Ｔ、ｒ ６／1６ ６／1６
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８＋１２

２３

７＋１２

２３

Ｇｉｌｌ Ｇ.ｒ・

Ｖｅｒｔｅｂｒａ

分布

小笠原島、小笠原母島両漁業協同組合員の利用する底魚漁場のうちアカレンコが漁獲されるの

は聟島列島から母島列島に到る水深２００，線周辺までの陸棚で、主な釣獲水深が１３０～３５０

ｍであるのに対して、淡色個体は陸棚周辺の深い部分に分布しているのが特徴である。漁業者か

らの聞き取りにより淡色個体の分布を図に示した。

また、漁業者は両者の分布について経験的に次のように述べている。「普通のアカレンコは淡

色個体のすむ場所で僅かに混って釣れることがある。淡色個体は普通のアカレンコ漁場で時たま

混って釣れることがある。」このことは両者が明らかにすみ分けていることを裏付けるものであ

る。

今後の課題として

以上の現象解明については種の問題からはじめられねばならないが、仮に両者が同一種とした

場合、淡色化の原因やすみ分けの因果関係を探ることにより、今後の同海域におけるタイ漁場造

成や種苗放流に大いに役立つものと考える。
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